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表１．測定条

装   置： 

 カ ラ ム： 

 移 動 相: 

 グラジエン

 カラム温度

 

装  置： A

イオン化： 
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フラグメンタ

 リファレンス
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【解析例
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4 まとめ 

測定の結果、得られた TIC から、Agilent 社製の解析ソフト MassHunter を用いてピーク抽出を行ったところ、

129 物質が候補に挙がった。さらに、本データベースを用いて解析を進めると、6 物質にまで絞り込むことができ

た。 

本試料のように、指定薬物及びその類似体を含有する製品では植物片を含むものが多く、またミニカラム等を

用いた精製処理もしないため、TIC クロマト上に植物由来のピークが多数観察されるケースが少なくない。このよ

うなピークは、スクリーニングするうえでの妨害となるが、ミリマス単位で精密に計測することにより判別は可能で

あり、検索精度を高めることができた。 

 

 

TIC ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ

EIC ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 356.2010±100ppm 

EIC ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 356.2010±50ppm 

EIC ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 356.2010±10ppm 


